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大
藩
を
修
葺
サ
し
時
閣
内
の
薄
藏
二
萬
除
珊
を
螢
出
ぜ
・
し
に
募
集
書
目
ミ
相

器
讃
す
乃
に
足
り
し
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ふ
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人
月
讐
清
閣
、
持
静
齋
の
爾
紗
水
を
得
て
梓
行
ぜ
り
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以
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明
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藏
書
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書
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丈
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藤
虎
次
鄭
編

昨
年
我
が
京
都
帝
号
大
粒
r
ト
て
帯
革
ぜ
ら
れ
れ
る
夏
期
講
演
仁
於
て
内
藤
博

士
が
清
朝
史
通
論
を
講
ぜ
む
際
、
博
士
が
馨
考
材
料
に
豊
里
む
堅
め
諦
方
蕨

よ
り
蒐
集
し
嚴
聖
な
る
黎
識
の
下
に
番
岸
里
尊
し
ぬ
る
も
の
を
コ
・
タ
イ
プ

版
に
附
し
六
る
も
の
蕉
り
・
書
室
ハ
に
清
朝
女
化
を
代
表
煙
る
一
代
の
傑
作
、

書
は
最
近
物
故
也
し
楊
守
敬
、
現
存
ぜ
ろ
粟
昌
碩
に
懸
る
遙
五
＋
七
家
。
雀

拭
所
㎝
謂
四
王
英
輝
の
六
大
家
よ
り
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撃
墜
を
も
加
へ
て
八
∴
ポ
書
家
皆
…
蹴
ハ
の
面
同
騰

躍
如
冒
頭
り
、
　
倫
箇
潔
…
な
る
設
…
明
を
附
∵
し
清
朝
ご
百
重
年
の
名
崇
が
翫
べ
で
、
百
四
同

＋
頁
の
中
に
在
り
。
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空
前
の
大
著
蓮
な
り
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稽
ゼ
ら
る
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翌
翌
は
羅
墨
書
氏
が
現
今

迄
に
春
在
煙
る
支
那
薔
の
稀
物
に
就
て
流
派
を
分
ち
黙
統
を
張
れ
て
論
蓮
ぜ

る
も
の
の
第
一
巷
な
り
、
印
ち
六
朝
一
黙
、
唐
朝
野
望
、
五
代
八
馳
、
凡
て
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プ
締
…
版
…
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・
し
て
、
膿
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は
立
頗
亡
長
巻
定
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成
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、
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叫
は
」
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研
究
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巻
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版
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定
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皮
學
研
究
熱
の
旺
盛
史
的
思
想
の
機
翼
が
實
就
會
に
及
ぼ
ぜ
る
影
響
勢
力
の

最
も
顯
著
な
る
遽
例
は
、
こ
れ
を
十
九
世
紀
に
於
け
る
猫
逸
統
一
事
業
に
貢

献
ぜ
る
獅
挽
「
奥
家
の
動
功
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
彼
等
史

家
の
事
業
ほ
か
の
一
部
人
士
の
信
ず
ろ
が
如
く
、
史
磁
を
或
乱
獲
上
の
目
的

に
隷
屡
ぜ
し
め
箪
に
こ
れ
が
方
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手
段
ビ
し
て
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め
て
そ
の
實
効
を
牧
め
得
べ
き
の
み
ε
す
ろ
僻
見
を
斥
け
、
飽
迄
科
學
的
立

脚
地
に
隷
ろ
所
の
濁
立
自
由
な
る
吏
攣
研
究
が
實
舳
曾
の
時
代
潮
流
に
寄
興

す
る
威
転
化
力
の
’
残
し
て
鮮
小
ノ
な
ら
ざ
る
究
理
あ
三
石
す
も
の
ミ
い
ふ
べ
・
し
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の
ニ
ー
プ
ー
ル
、
ラ
ン
ケ
以
後
の
史
學
巻
の
研
究
事
業
拭
實
に
這
般
の
潰
息

を
示
す
も
の
に
し
て
、
甚
等
歴
更
家
ご
暗
代
ε
の
密
接
億
る
闘
係
を
辿
り
、

猫
逸
帝
囲
思
想
獲
展
の
裡
路
を
尋
ね
る
は
極
め
て
興
味
深
き
問
題
六
る
を
失

ば
す
。
本
書
は
獄
上
の
近
代
蜀
逸
ご
史
學
者
ミ
の
闘
係
廓
ち
溺
逸
史
家
が
國

民
の
實
巫
活
に
吏
的
思
想
を
注
入
し
帝
園
統
一
黒
藻
を
喚
三
豊
・
し
め
六
る
所

以
を
説
蓮
ぜ
う
も
の
な
り
。
著
者
績
先
づ
序
論
に
於
て
十
九
世
紐
初
頭
に
於

け
ろ
プ
・
シ
ア
の
七
二
的
思
想
勃
興
よ
妙
説
き
起
し
て
、
こ
れ
ミ
關
聯
ぜ
ゐ


